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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第３学年　　国語科

	２　ねらい
	・文章を分析し、自らの体験や多様な価値観と対比させながら、批判して読む能力を身に付ける。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	· ・一般に筆者のものの見方や価値観に触れると、書かれて　

· 　いることを無批判に受け入れてしまう傾向がある。しか　

· 　し、情報化社会においては、筆者の価値観を認めていく
· 　一方で、自らの体験や多様な価値観と対比させながら、
· 　批判して読む能力を身に付けていく必要がある。

・本実践では、紹介文と批評文を読み比べることで違いを知り、自分の考えを組み入れた批評文を書く。この活動を通して、文章を評価・改善し、読み手に分かりやすい表現力を養う。

	主な学習活動
	時数

	・メディア社会を生きる
	１

	・書き手の考えに触れる
	３

	・自分の考えを広げる
	１

	「“メディア社会を生きる”を批評する」
(1) 筆者の考えと自分の考えを比較しながら、文章を評価・改善し、読み手に分かりやすい表現力を養う。
(2) キャリア教育としての目標
「課題対応能力」＜評価・改善＞
	１

	・新聞の特徴を生かして書こう
	６

	・豊かな言葉
	２

	・本の世界を広げよう
	４







“メディア社会を生きる”を批評する
１　学年、教科・領域　　　中学校第３学年　　国語科
２　本時の目標

（1） 筆者の考えと自分の考えを比較しながら、文章を評価・改善し、読み手に分かりやす
い表現力を養う。
（2） 「課題対応能力」＜評価・改善＞
３　準備

　○　トヨタの電気自動車の説明文・批評文、情報モラル専用サイト「ｉ―モラル」
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　電気自動車の説明文を読み、感想をもつ。

・電気自動車について知らなかったことが分かった。
	○トヨタの電気自動車の説明文を配付し、感想や分かったことをまとめさせる。

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　２つの文章の違いを考える。
(1) 電気自動車の批評文を読み、感想をもつ。

・電気自動車についての筆者の考えが書かれていて、納得できるところと、そうでないところがあった。
(2) 批評文は説明文に比べ、読み手にどんな印象を与えるかを考

え、発表する。

　  ・必要な知識が得られるだけでなく、筆者の考えを参考に自分の考えをもつヒントになると思った。
４　「メディア社会を生きる」の批評文を書く。
	○読み手に分かりやすい表現を、２つの文章の比較から学ぶことを知らせる。
○電気自動車の批評文を配付し、説明文との違いを考えながら読むよう指示する。

◎説明文と批評文を読み比べることで違いを知り、

文章を評価・改善し、読み手に分かりやすい表現力を身に付けさせる。
☆２つの文章の違いを考え、自分の言葉でまとめる

ことができたか、ノートへの記述や発表から判断する。

○自分の考えを組み入れ、読み手に分かりやすい文

章で表現するよう助言する。 

	５　教師の話を聞く。
	○情報モラル専用サイト「ｉ―モラル」の「お役立ち情報」の中の「国語に関する世論調査」を紹介し、批評するときには読み手の立場に立って書くことの必要性を伝える。








本実践
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「メディア社会を生きる」





＜技術科＞


情報社会と自己責任








＜道徳＞


2-(5)


いろいろなものの見方や考え方があることを理解するとともに、それらの考え方を寛容に受け止め、尊重し、謙虚に学ぼうとする広い心をもたせる














２つの文章の違いを考えよう





単元名





朝読書活動





＜メディア体験＞


・テレビ


・ラジオ


・図書


・インターネット





＜特別活動＞


学級新聞を作ろう











